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日本人学生の英語子音のエラー
平野絹枝
?
Error Analysis of Japanese Students' Pronunciation of English Consonants
Kinue Hirano
　日本人学：習者が英語を発音する場合に犯すエラーの多くは日本語の音声体系から来るinterference
によるという事は周知の事実である。対照言語学（centraStiVe　lingU・isticS）の立場から日英語の音声
比較による両者の相異点，類似点が明確にされ困難点も指摘されているが本稿では数年前より個別指
導を取り入れた英語音声指導の経験から，多くの学生にとっ燗違い易い囎を英語子音の中か磯
つか取り上げ，発音のerror　aロalysisを行ない今後の音声指鱒に役立てようとするものである。調査
項目は①無声破裂音（voiceless　plosive）と無声破擦音（voiceless　affricate）の強母音の前に生ずる気
息音（aspiration）と②日本語の音声体系にない英語子音一摩擦音（fricative）／f　v　e　6！，側音（1atera1）
／1／，半母音（semivowe1）／r／一である。
1．調　査　目　的
　短大生の入学時（Test　1）と約1年間の「音声学」の講義終了時（Test　2）の発音のerror　analysis
を試み，①Test　1とTest　2を通じて約1年間の音声指導による英語子音の伸びや困難点を調査し・
日本人学生にとって発音の容易，又は困難な項目を分析し，②入学当初の段階と学習の進んだ段階で
の英語子音の誤りの種類についての比一較検討を行なう。
2．調査の方法
　被験者は県立新潟女子短期大学英文科1年「音声学」受講者22名　（40名より任意に抽出）。Prato「
＆Robinett（1972）のdiagnostic　passage（apPendix工）を用意し個々の学生にLL録音室で年5回，
normal　speedでの録音テストを行なった。今回の調査では・その1回目（Test　1・1979年5月実施）
と最後の5回目（Test　2．1980年2月実施）のテープを英語母国語話者1｝と筆者の2人で調査項目の
error　analysisを行なった。昌w生全員には第1回録音テzb前に・約1年聞の音声学の理論と実際の
発音練習によって自分の力でどの程度，発音の困難点を克服し，誤りを矯正し発音を伸ばせるかを評
価するために録音テストを行なうことを説明し，発音練習の目標を明確にした。①予音・②母音・③
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イントネ＿ショソ，リズム，④音声変化（aSSimilatiOn，　eliSiOn，　linking，　Weakening）・ストレスー一
のそれぞれの理論と実際の音声指導直後，録音テスト2）を実施し・学生の吹き込んだテープのe「「o「
analysisの結果に基づいて，2回目，3回目，4回目のそれぞれの録音テスト後には学生に約15分の
個別指尋を行ない，主な誤りの指摘，発音指溝を試みた。
　誤りの判定には決め手を欠き困難を伴ったが，母国語話者にとってacceptableでない音はすべて
誤りとみなし，誤りはさらに次の3つに分類した一一①distortion（④音声の中がみ。他の音にはま
だ置き換えられていない，⑤音声のゆカ：み．他の音に置き搬られてはいtsV・が類似re・emblance
している，の2つの場合がある。）②substitution（①がすすみ，完全に他の音に置き換えられている）
③omission（脱落）。従って②のsubstitutionより①のdistortion・distortionの⑤より③・と誤りの
程度が軽くなっていくことになる。
　分析の対象はapPendix　Iのsentence⑨までとし，　aspiration・　／f〃1／！r！を含む単語は数が多い
ため抽出し，1v1についてはsentence⑧までに限った（sentence⑨のofが④のofと類似した音声
環境にあるためである）。ただし／6／のある単語は，駝nte且ce⑩⑪より2個補足した。調査項目を含
む単語はappendix　II参照。
3．結果と考察
（1）誤りの順位と伸び率3）
Table　1はTest　1，　Test　2の結果，即ち調査項目の総頻度数に対する誤り（実数と百分率）と両テ
スト間の伸び率を示している。T・bl・1に示され瀕目を誤答率の高い順融磁べかえたのがT・bl・2
でありGraph　1では伸び率の高い1頂に示されている。
Table　1，2，　Graph　1から学生にとって発音の比較的易しい項目，又は困難な項目や・音声訓練を
受けた後の矯正の難易を知ることが出来る。Test　1では誤答率のトップはaspiration（84・　7eo6）・次
いで／6／（81．2％），／e／（77．・3％），！・！（53．8A°）のII匝で・Test・2では／6／（63・・6％）がト・プで次
Table　l　Results　of　the　Tests
Tested　Sounds
　Tesヒ1
Errors／Total　（％）
　Test　2
Errors／Total　（％）
工mprovement
　　（％）
Aspi：L日」tion
（［th］　［kh］　［t蓉h］）
　　／f／
　　／v／
　　ノθ／
　　／6／
　　／1／
　　　／r／
205／242　　（84・7）
120／264　　（45．5）
41／154　　（26，6）
17／22　（77．　3）
143／176　　（81．2）
159／396　　（40．2）
142／264　　（53．8）
78／242　　（32・2）
70／264　　（26，5）
47／154　　（30．5）
11／22　（50．o）
112／176　　（63．6）
133／396　　（33．6）
148／264　　（56－1）
十52．5
十19．0
－3．9
十27．3
十17．6
十6．6
－2．3
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Table　2　Hierarchy　of　Percentage　of　Errors
Test　1 Test　2
Order
sounds　　　　（％） sounds　　　（％）
?????Aspiration
　　／6／
　　／θノ
　　ノr／
　　／fノ
　　／1／
　　／v／
（8≦．7）
（81．2）
（77．3）
（53．8）
（45．5）
（40．2）
（26．6）
　　／う／　　　　　（63．6）
　　／r／　　　　　　（56．1）
　　／e／　　　　　（50．o）
　　／1／　　　（33．6）
Aspiration　（32．2）
　　／v／　　　　　（30．5）
　　／f／　　　　　（26．5）
いで／r／（56．1％），／e／（50．　0％）の順となる。Test
1でトップであったaspirationはTest　2で舞鮪位
になる。両テストとも共通して下位（50％以下）を
占めるのは！f〃v〃1／である。伸び率（Graph　1）は
aspirationが52．5Aoで最高の向上の度合いを示し，
2位はノθ！の27．　3％，次いでノf〃6〃1／の順であ
り／r／（一・2．3％）と／vノ（－3．9％）はTest　2より
悪くなっている。従ってTest　1とTe8t　2を通して
みた場合，次の事が言える。
　①aspiration－Test　1で誤り率のトップであ
　ったaspirationが最高の伸び率を示し，驚くほ
　ど大巾に改善されたことから初期の段階では間違
　い易いが意識的に注意して練習する事により，
　矯正されやすいものであると考えられる。異音
　％leo
80
60
4⑪
20
　　　　　　　　　　　　　　■Tε3tl¥52．5％
＋27．3％＋17．6％　ロTest　2
一2．3％
十ユ9．o％
十6．6％
一3．9％
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（・11。ph。n・）レベルの・・pi・a七i・nを調査に加えたのはaspirati6nの撫が識別の重要縛掛り醜
り，その習得が望ましいからであるσGimson（1980）も強勢音節の初めにある／P，　t，　k／～／b・　d・　g1
の紺立でVUt　aspirationの有無が決定的役割を持つと強調している。
②　／6／　／eノーそれぞれ両テストで1～3位と上位を占め50％以上の誤り率を示すことより・か
なりの伸び率をみるものの，矯正，定着にはまだ時間がかかるものと思われ，発音も困難な部類に
入ると言える。（ただしノθ／を含む単語はテスト資料中，thinlc　1個のみで一概に言えない。）
③／r／一誤答率が高く伸び率が低いということは，発音が極めて困難ということになり・その
代表は／r／で当初からその困難が予想された音である。両テス1一の誤答率の上位を占めるが向上の
見られる／6／と1θ／とは対象的に，／r／は伸び率がマイナスを示すことから，日本人学習者にとっ
て間違い易い上に，注意してもなかなか身につきにくく，発音の最も困難な音であろう。
④／f／一誤り率からみて／f〃v〃1／はTest　1の段階から，かなり正しい音を身につけている
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ものと思われ意外な感じがした。／fノはその伸び率からしてaspirationと同様，練習により矯正さ
れやすい項目の1つであろう。ここに有声の／v／との違いが現われていて興味深い。
⑤／v／一一一両テストの誤り率の低さが，大部分の学生にとって比較醗音の易し噸目であ碑
を示しているが，向上の度合いのみられる無声の／f／とは逆に伸び率がマイナスで最も退歩の傾向
にあり，／r／に次いで練習効果の少なく，最も矯正，かつ定着しにくい音の1つと言えるのではな
いだろうか。
⑥〃一一／r／と比較して〃はTest　1の時からある程度出来ているとみられるが・これも伸び
率が低いことから，発音の習得には時間を要するものの1つと言える。
以上をまとめると，
（。）。、pi，ati。nは最も駈されやすい．もし欄鍛瞳嗣な指馳受けていれば・それほ灘
　しい項目ではないであろう。
（b）。，pirati。n、／θ〃6！｝：・Test・2でか励轄された事からみて沖学・鰍段階で酬こあま
　り注意されなかった種類のものではないかと予想される。
　（c＞／1〃r〃v／は練習効：果が少なく，時間がかかり矯正が1難しいと考えられる。
（d）／1！より／・／の方が両テストとも難しく，こ浦実際の獺経験からも明らかである・
②誤りの型とdistribution
A　誤　り　の　型
Table　3　Results　of　the　Tests＆Type　of　Error
丁巴st　1 Te5t　2
Tested
rounds
Type　of　Eτエ。r Type。f　Err。r
1 21＊ 2＊
D・ ｢・1・・ Dls1・
Aspirati。n
@　　／f／
@　　／v／
@　　／θ／
@　　／6／
@　　／1／
@　　／r／
　　　　　％3？（15．3）
P44（54．5）
P13（73．4）
@　5｛22．7）
R3（18．8）
Q37（59．8）
P22（46．2）
　　　　　％
Q05（84．7）
P20（45．5）
S1（26．6）
P？（77．3）
P43（81、2）
P59（40．2）
P42（53．8）
　　　　　％82（40．0）
P08（90．O）
P9（46．3）
@　4（23．5）
W5（59．4）
P22（76．7）
P20（84．5）
　　　　　％123（60．0）
@　9（7．5）
P9（46．3）
P3（76．5）
T6（39．2）
R3（20、8）
Q1（14．8）
　　一
R（2．5）
R（7．4）
潤io．o）
Q（1．4）
S（2．5）
P（0．7）
　　　　　　％164（67．8）
P94（？3．5）
P07〔69．5）
Pエ（50．0）
U4（36．4）
Q63（66．4）
P16（逢3．9）
　　　　　％78（32．2）
V0（26．5）
S7（30．5）
H1（50．の
P12（63．6）
P33（33．6）
P48（56．1）
　　　　　％48（61．5）
U4（91．4）
R5（74．5）
U（5荏．5）
W4（75．O）
P13（85．0）
P25（84．5）
　　　　　％30（38．5）
S（5．7）
X（19．1）
T（45．5）
Q4（21．4）
P2（9．0）
Q3（15．5）
　　一
Q（2．9）
R（6．4）
O（0．O）
S（3．6）
W（6．0）
O（O．0）
・1。。N。mber。f　c。rr。、t、re・p・n・es　2＝N・皿ber。f・tirn・・th・s・und・・were・mispr。・。unced
　D＝＝Distortion　　S＝Substitution　　O＝Omission
Table　3，　Table　4はerror　analysisの結果の一覧表である。衰の1は正答数，2は誤答数・Dはゆ
がみ（distortion），　Sは置換え（substitu七ion），0は脱落（omission）である。
学習経験が増すと誤りの型にどの様嵯力～生じるかをT・b1・3Xbみてみる…pi・at・d・t・P・　af一
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fricate’！t，　k，　ts・／（［th］［kh］［ts’h］）の場合，若干の気息音が聞かれてもinsu田cientであるものはdis－
tortion（Dと略す）に，全く聞かれなく［tコ［k］［t萌に置き換えられている場合にはsubstitution（S
と略す）に分類されているが，Test　1ではsによる誤りが目立ち／e／も同様でsが誤りの77％を占め
る。このaspirated／t，　k，　ts・／と／0／以外はTest　1ではDによる誤りが目立ち，　sが意外に少ない。
特に／f／は両テストとも大部分の誤りが程度の軽いDによる誤りで・この事からも・前述した様に，
時間，練習により矯正が可能なものと言えよう。Test　2ではすぺてがSまりDに多く分類されその
開きは大きい（ただし／θ／を除く）。これは学：習経験の進んだ事を示していると言えよう。omlSSIon
（Oと略す）はわずかではあるが，両テスト，特に／v／と11ノにみられるe
Bdistribution
　同じ音でも音声環境によって誤りの程嵐種類や伸びの度合いが異なり音声学の分野では大変興味
のある問題であるのでTable　4より語頭，語中，語尾別にみることにする。又Graph　2からは語頭・
　　　　　　　　　　　　Table　4　Res皿lts　of　the　TeBts＆Type　of　Error
Te8t　1 Test　2
Tested
r肌皿ds
Type。f　Err。r Type　of　Eロor
1 2
D ドs ｝。 1 2 Dlsl。? ? ?? ?? ? ? ％1　％1
Aspiration
　initial
37（15．3）2。5（M．7）82（40．。）123（60．0）－164・（67・8）78（32・・2）48（61・5）30（38・　5）
／f／
　initial
　medial
　final
51（58．0）　37（42．O）35（94．6）　　2（5．4）O（O．O）
40（45．5）　48（54．5）42（87．5）　　6（12．5）0（　0．0）
53（60．2）　35（39．8）31（88．6）　　1（　2．8）3（　8。6）
66（75．0）　22（25．O）19（‘86．4）　3（13．6＞O（　0．　O）
67（76．1）　21（23．9）21（100．O）　0（　0．　O）0（　0曹O）
61（69．3）　27（30．7）24（　88、9）　1（　3．7）2（　7．4）
／v／
　rnedial
　且na1
43（65．2）23（34．8）7（30．4）15（65．2）1（4．4）44（66・7）22（3寧・3）17｛77・・3〕5（22・7）0（α0）
70（79．・5）18（2。．5）12（66．7）4（22．7）2（Zl・・1）63（71・・6）25（28・・4）18（72．　0）4（16・0）3（12・　0）
／e／
　initial
／b／
　initial
　rnedial
22（16．7）110（83．3）61（55。5）47（42．7）2（1・8）40（30・・3）92（69・・7）7正（77・2）17（18・　5）4（4・　3）
11（25．0）33（75．⑪）24（72．7）9（27．3）。（0・0）24（54・5）20（45・・5）13（65・。）7（35・0）°（e・　O）
ノ1／
　lnitial
　medial
　fina1
35（64．4）47（35．6）40（85．1）7（14・9）。（。・0）
80（6。，6）52（39．4）44⑱裏．6）8（15・4）。（O・・O）
72（54．5）6。（45．5）38（63，3）18（30・0）4（6・7）
96（72．7）　36（27．3）　35（97．2）　1（　2．8）O（　（LO）
87（65．9）　45（34．1）　43（95．6）　2（4、4）0（　0．O）
80（60．6）　52（39，4）　35（67．3）　9（17層3）S（15．4）
／r／
　lnitial
　medial
　fina1
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語申，語尾に現われる調査項目の伸び率の順位がよくわかる。　（iは語頭，mは語中，　fは語尾を示
す）。Table　4とGraph　2から次の事が見出される。
　①　！f／－Test　1であまり良くなかった語中の／f／（誤答率545％）はTest　2では学生がかえっ
　て注意するせいかかなり改善され（誤答率239％、，語頭，語中，語尾では誤答率にあまり差違は
　見られなくなる。、
　②1vノー一語頭に生ずる例がテスト資料にみられないため語中と語尾を比較してみると，語尾の
　！v／より語中の1v！が難しい様であるが，語尾の／v／がTest　1（20・　5％）よりTest　2（28・4％）
　で少し悪くなっている事から，ともすると間違い易い要素を含んでいると思われる。誤りの型は
　Test　1にあっては語中の／v／がsに，語尾の／v／がDに集中し，　Test　2では両方Dに集中する。
　又調査項目の中でこの語尾の／vノには0が若干目立つ。
　③／6ノー／e／は語頭1個のみで，語中，語尾例が，16／は語尾例力sテzト資料中1つもないの
　で，語頭，語中のノ6／の比較になるが，Test　2では語頭，語中ともDに集中してくる。　Graph　2
　の伸び率からみて，語頭より語中の／6ノに矯正されやすい面を見る。
　④／11一両テスト共，語頭の／1／（T1＝35．　6％，　T2＝27・　3％）・より語中の／1ノ（T　1　＝39．　4
　％，T2＝34．　1％），そして語尾の／1／（T　1　＝45・　5％，　T　2　＝39・　4％）と悪くなり，語尾の／1／が
　間違v：易い。
　⑤／r／－－D力状部分を占めるが，語中，語尾にはSも僅かではあるがみられる。両テストと・も
　語中の1r／c1i誤答率はほぼ50％であるが，語頭（80％以上）と単語manner，　sureの語尾の／r／が
　極めて悪い。（但し語頭の／r／は1例のみ）
　⑥個ftの伸び率は下記の様になる（Graph　2）。
日本人学生の英語子音のエラー ．－ R5一
伸び率の目立つ項目（27％以上）一一語頭のaspiration，　m　／f／，　m　／6／，　i　／θ／
〃　　　比較的良い〃（10％台）一
〃　　　低い　　　　〃　（10－1％）一一
〃　　　マイナスを示す〃　　　　一
i／f／，i／6／
f／f／，i／1ノ，　f／l／，　m／1／，　m！vl
m／r／，i／rノ，f／r／，　f／vノ
　以上はテストのdiagnostic　passage　itこあらおれた誤りの考察に重点をおいているため，／f〃1〃v／
以外は語頭，語中，語尾の位置に生ずる頻度数に添たよりがあり，一概に断定的出来ない事は前述し
たが，今回の資料の結果をまとめてみると次の事が言える。
　（a）両テストで66％o以上の誤答率を示し，Test　2では最も悪い語頭の／6ノ，／rノ，語尾の／r／は・発
　音が難しいと言える（Table　5参照）。
　（b）語頭のaspiration，語中の／f／，／6／，語頭の／f／は伸びがかなりみられ矯正されやすい項目と
　考えられる（Graph　2）。
　（c）語尾の／v／は最も練習効果が少ない（Graph　2）。
　④　語中，語尾のノ1／より語頭のノ1／の方が，発音し易い。
Table　5　Hierarclty　of　Perce皿tage　of　Errors　i覧Init玉a1，
　　　　Medial，　FilLa，1？ositions
Order Sounds　　（％） Sounds　　（％）
??????????????????????????iAs．　　　（84．7）
i／む／　　　（83，3）
i／r／　　　　（81．8）
i／θ／　　 （77．3）
II1／凸／　　　（75．　o）
f／r／　　　　（65・9）
1ロ／f／　　　（54．5）
m／r／　　　（48．o）
f／1／　　　　（45・5）
i／f／　　　　（42・0）
f／f／　　　　（39・8）
m〃　（39・4）
i／1／　　　　（35．6）
m／v／　（34・8）
f／v／　　　（20唖5）
i／r／　　　　（86．4）
f／r／　　　　（70．5〕
i／e／　　　　（69．7）
i／e／　　　　（50．O）
皿／：ノ　　　（49・5）
m／6／　（45・5）
f／1／　　　　（39．4）
m〃　（34．1）
m／v／（33．3）
iAs．　　（32．　2）
f／f／　　（30引7）
f／v／　　　（28・4）
i／1／　　　　（27・3）
i／f／　　　　（25・0）
In／f／　　　（23．9）
（3）　Substitutionイ列
英語音声学習における躰語音の影響はこれまでによく研究されてきており・多くの学者によって
種々の置換え例が指摘されてきている。
　Table　6はTest　1とTest　2の置換えの具体例，その頻度数，　distribution・単語を示している。
（）内の数字は頻度数を表わす。aspiration．の場合，その有無だけが問題となるので，／f1～／r／に
ついての両テストたみられる置換えの種類の比較検当を行なう。
-- 36 -- vaskraiSgpt Fk;taJk *TtE"reptg19M1982
A
B
c
, TestedSounds
. Substitution
. TotalFreqttency
Table GSubstitutions
        D. Distribution
        E. Words in which mispronunciatlon ocurred
        F. SentenceNumber
Test 1 Test 2
A B c D E F A B c D E F
lflJlfl
[o]
9 initial(2)
medial(6)
final(1)
from(2)
offered(2)
inforrnal(3)
informal(1)
off(1)
???lflJlfl
[ol
4 initial(3)
final(1)
from(1)
feel(2)
if(1)
lv!,n)1
lfl
lpl
16medial(14)
final(2)
medial(1)
final(1)
final〈1)'
private(2)
advantage(10)
activities(2)
of(1)
of(1)
activities(1)
live(1)
live(1)
????/vlfo1
lfl
lvvl
medial(3)
final(1)
final(3)
medial(2)
advantage(3)
live(1)
live(1)
of(2)
advantage(2)
lel lsl13 initial (13)think (13)1 lel ls!5 initial (5)think (5)1
lelzl
/dzl
/dl
/el
!sl
!ts/
others
(16)
(3)
(8)
(2e)
initial (1)
medial (2)
medial (3)
medial (1)
initial (2)
the (1)
the (3)
the (5)
the (5)
this (2)
clothing (3)
the (2)
this (3)
this (3)
this (10)
this (10)
the (1)
another (1)
clothing (1)
clothing (3)
anether (1)
the (1)
the (1)
 1 le/
1
5
8
11
7
8
10
11
le
11
5
7
7
1
1
!zl
!dzl
fd/
(11)
(6)
itutial (3)
medial (1)
initial (2)
(1)
the (2)
the (1)
the (4)
the (3)
this (1)
another (2)
clothing (4)
the (1)
this (1)
this (1)
another (1)
this (1)
this (1)
(1)
1
1
5
8
11
1
7
1
10
11
10
11
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Test 1
A B c D
11/
lr!
J lrl
[b]
E lr!
vowels
/u:!
lo:1
le:1
others
J !r/
[r]
!!1
vowels
/a:1
/ee:1
10
2
12
9
10
3
8
initial (5)
rnedial (2)
final (3)
initia! (1)
medial (1)
final (12)
initial (1)
medial (5)
final (1)
medial (10)
medial (3)
final (8)
E
live (1)
looked (2)
little (1)
little (1)
problems (1)
cultural (1)
little (1〉
!ittle (1)
infermul (1)
language (1)
c!othing 〈1)
iittle (6)
little (6)
learns (1)
problems (1)
cultural (3〉
clothing (1)
cultura! (2)
informal (1)
from (1)
country (1)
problems (2)
dormitory (3)
try (1)
app"Topriate (2)
problems (1)
private (1)
appropr`'iate (1)
manner (6)
sure (2)
F
2
3
7
7
1
5
7
7
8
8
7
7
7
7
1
5
7
5
8
1
1
3
5
8
1
3
8
9
Test 2
A
111
/rl
B
J lrl
[bl
E !r/
vowels
lu:/
ID:1
lo:1
others
J lrl
[N
lll
voNvels
la:1
1ee:1
others
c
3
3
3
3
3
10
7
3
D
initial (1)
final (2)
mcdial (1)
final (2)
final (3)
rnedial (1)
final (2)
medial (3)
medial (10)
final (7)
medial (2)
final (1)
E
little (!)
little (1)
little (1)
c!othing (1)
cultural (1)
infermal (1)
little (1)
little (2)
problems (1)
inforrnal (2)
F
7
7
7
7
5
8
7
7
!
8
from 〈!)
dormitory (2)
problems (4)
private (3)
app:opriate (2)
appropgiate (1)
manner (7)
problems (1)
appropr:iate (1)
sure (1)
!-
3
1
3
8
8
6
1
1
8
9
,
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①ノf／一両テストにおいて誤りのほとんどが調音の程度に問題があると判断され，Dに分類さ
れており，他の音による完全な置換えは，調査項目中最も少なかった。両唇摩擦音（bilabial　fri－
cative）のJapanese／f／（［Φ］）で代用しない様にする事が肝要である。なお／f／の調音位置が隣接
する音声によって多少前後にずれる傾向があるためか，誤りの判定に意外と困難が伴った。
②　／v／一・一一／b／による置換えは日本人に共通の弱点である事はよく知られており，Test　1ではこ
の例が特に目立ち，しかも語尾より語中に多く見られる。Test　2では／b〃f／／vv／での置換えが
僅かみられたが著しい差はない。
③　／0／－Test　1ではDよりSが多いが，！s／による置換え例のみである。　Test　2ではその数は
減少する。
④／6／－Test　1では／z／（19），／dz／（8），／d／（20）による置換え力言語頭に集中するe　Test　2で
は，／d／が2例と極めて少なくなりそのほとんどが／z／による置換えであり，語頭に多くみられる。
他に僅かではあるが！dz／が語頭に生ずる。
⑤／1！一一英語の［r］［1］［d］の混成の形とも言える弾音（flap）の日本語のラ行子音［b］が，　Test
1では主に語頭に，語尾（単語1ittleのみ）では母音（vowels）による置換えが目立つ。その他具
体的置換え例をあげるには困難な例が9個みられた。Test　2では置換え例の数の差はみられない。
英語音／r／による置換えは／rノそのものが発音困難であるため全体的に数は少ない。
⑥　1r／－Test　1ではノ1／と同様，日本語のラ行子音［司の誤りが少なくないが，　Test　2では減
少して逆に／1／の置換が増える。この様に日本人の最大の弱点である英語音／1ノと／r／の混乱が
／1ノより／r／の発音に多く起こるのは，／1／の正しい調音方法を身につけると今度は他の英語音／r／
までノ1ノで置換えられてしまうわけで注目すべき事柄である。語尾の／r／は両テストともvowels
による置i喚が目立つ。
4．結　　　　び　　　　　　　・
　音声指導は，“．．．the　ability　of　students　to　abserb　and　process’correction　is　a　slowly・developing
one．’，iParish，1977：312）で発音の習1得は易しいものではない。録音テストの際学生はconsona皿tsの
他にvowels，　intonation，　rhythm，　speed，　stressのすべての面に注意を払わなければならず，子音だ
け意識して髭音しているのではないので，誤りを矯正しても，正しい発音の定着はやはり時聞を要す
る。誤りも前後に隣接する音声の影響を受け，同一文中に発音の難しい項目が多く含まれている様な
音声環境では誤りの集中が目立つ事が予想されるし，又，語（句）レベル，文レベル，passageレベ
ルでのテスト結果の比較，文構造や語いの難易と発音の誤りの関係，学生の意識的・正しい発音のみ
られる録音テストとunconsciOUS　levelでの会話での誤りの比較等が興味深い今後の課題となろう。
　以上は7つの調査項目のみに焦点をあてて意図的・体系的に音声指導を行なったのではなく，あく
まで平素の「音声学」のコースでの音声練習の結果であり，発音の指導効果を検討する場合，次の幾
つかの考慮すべき要因一テストの妥当性，音声指導の内容，方法，期間，又誤りの判定者の数，学生
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Appendix I
Diagnostic Passage
(1) When a student from another country comes to study in the United States, he has to find the answers
tomany questions, and he has many problems to think about. (2) "Where should he live? 〈3) Would it
be better if he looked for a private rdom off campus or if he stayed in a dormitory ? (4) Should he spend
all of his time just studying? (5) Shou!dn't he try to take advantage of the many social and cultural
activities which are offered ? (6) At first it is not easy for him to be casual in dress, inforrnal in rnanner,
and confident in speech. (7) Iittle by little he learns what kind of c!othing is usually wern here to be
                                                                                       .casually dressed for classses. ･ (8) He also learns to choose the language and customs which are appropriate
for informal situations. (9) Finally he begins to feel sure of himself. (10) But let me tell you, my friend,
this long-avifaited feeling deesn't develop suddenlyHloes it ? (11) All of this takes practice.
Appendix II
Testedi
Sounds
No.of
Words Frequency SentenceNumber&.Words
Aspiration  11
(initial)
242 (11 x 22)4.
L
6.
time 5.
questions
casual 6.
take 1. country 1. comes
 3. campu$ 5. cultural
 confident 7. kind 8. choose
!fl      12
(III/liaSaifff;ii)
264 (12×22)1.?
?
3.
frem 6. first '7.
offered 6.
informal
if 3. off
informal
  3. if
for 9. feel
  6. confident
9. himself
lv/         7
･ rmedial lvl 3N
 Xtinal lv! 41
154 ( 7×22)
?
2.
' private
' live 4.
5. aavantage 5. activities
of 5. ef 7. of
lel      :
(initial lel)
22 ( 1 × 22) -1'. think
!6!       8 176 (8× 22)
rinitial le! , 6N
kmedial lbl 2/ '
1.
11.
1.
the
 this
anothet
1. the5. the
7. clothing
8. the10. this
11f.      18'
(li,Fi/fa)k/fii!2)
396 (18×22)
?
?
L
7.
4.
8.
live 3.
Iearns
problems
casually
all 5.
infermal
leoked 7. little 7. Iittle
8. Ianguage
  5. cultural 7. clothing
  8. also 9. himself
cultural 7. little 7. little
  9. feel
lr!      12
tinitiallrl IX
tmedial lr! 9J
Xfinal lr! 2t
264 (12 x 22)
?
L?
?
?
room
from 1.
dormitory
      .approprlate
manner
country 1. problems
  5. try 7. dressed
  8. appropriate
9. sure
3. private
t
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注
1）　日本で英語教育に従事している米国人Mr・Roger　Muetzelfeld（米国中西部出身。　B・　A・）には分析1こあたり
　精力的協力に深く感謝を申しあげたい。又Ms・　Gayle　Parkhurstからerr。rの判定にコメソトを頂き厚くお礼
　を申しあげる。
2）　2回目の録音テスト（1979年9月）は子音，3回目（11月）は母音，4回目（12月）はイソトネーション，
　5回目は残りの部分終了後に実施。
3）　（Test　1の誤り率）一（Test　2の誤り率）＝伸び率・としてある。
参考文献
Abbott，　G．1979．　Intelligibility　and　Acceptability　in　Spoken　and　Written　Communication、　English　Language
　　　　Teachingt　33，3，16＆175．
賠cr」．1978、「音声面か硯た膜語比較」r現代の嬬鞘』8，鯨・研究社・
Bowen，　J．1975．　Patterns　of　English　Pr⑪nv【nci　ation．　Rowley，　Mass；Newbury　Hou§e．
Bri色re，　E．1967．　Phonological　Testing　Reconsidered．　Language　Learning，工7，3＆4，163・－171．
Bronstein，　A．1960．　The　Pronunciation　of　American　English．　New　Jersey：Prentice・Ha！1．
Diminitri　ievi6　and　Du§an　Djordjevi6．1971．　The　Reliability　ef　the　Subjective　Assessrnent　of　the　Pupils，　Pronun－
　　　　ciatioll　of　English　as　a．　Foreign　Language．　IRAL，9，3，245－265．
Gimson，　A．　C．1980．　An　Introduction　to　the　Pronunciation　of　English．　London：Edward　Arnold．
今井邦彦．1976．　「音声と文法」『新しい英語教育』E　東京：大修発音館．
高木捨三郎．1965．「日英両語の音体系の比較と英語発音教育」『英語と英語教育』東京：研究祐
　　　　．1975．New　English　？honology．東京：南雲堂．
牧野　勤．1965．　「日英語の発音の比較」　r英語と英語教育』東京；研究社
枡矢好弘．1976．　r英語音声学』東京：こびあん薔房．
Moulton，　W．1962．　Toward　a　Classification　of　Pronunciation　Errors・MLJ・46・10レ109・
太田　朗．1965．「日英語の音体系の比較」r現代英語教育講座』7東京：研究社．
Parish，　C．1977．　APractical　Philos⑪phy　of　Pronunciation．　TESOL　Quarterly，11，　3，　311・－317．
Prat。r，　C．＆B，tty・R。bi・・tt．1972．　M・・u・1。f　A皿・ri…E・gli・h　P・。・…i・ti。・・N・w　Y。rklH。lt・・Rin・h・rt　A・d
　　　　Winston，　Inc．
Strai。，・J，ri，．1963．　DiM・ulties・i・・M・a・uri・9・Pr。nun・iati。・lmp・。・・ment・L・・g・・g・L・ar・i・g，13・　3＆4・　217－
　　　　224，
Thomas，　C．1958．　An　Intfoduction　to　the　Phonetics　of　American　English．　New　Yerk：Ronald　Press　Co．
鳥居次好，兼子尚道．1962．・・r英語の発音』東京・大修館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1982年1月16日受理）’
